
第 81 回分析化学討論会 討論主題の趣旨及び依頼講演 

2021 年 2 月 3 日現在 

 

討論主題1 ニューノーマルと分析化学 

オーガナイザー：火原彰秀（東北大多元研），西澤精一（東北大院理） 

 

趣旨 新型コロナウイルス感染拡大は，社会に大きな影響を与え，直接的な感染拡大の状

況には，引き続き高い関心が払われている。副次的なことであるが，働き方や会議のやり

方など多くの面で急激な変化が起こった。この変化は単に感染拡大防止という防疫面を越

えた，不可逆なインパクトを社会の各層に与えると考えられる。このいわゆる「ニューノ

ーマル」とわれわれ研究者との接点を考えたとき，感染拡大や分析の現状の認識はもちろ

んのこと，新たに関心を集めるだろう分析サービス，遠隔会合などのための新しいツール

を使いこなす理系人材イメージ・キャリアなど，われわれのマインドセットそのものを考

え直すべきことがらも多いと想像される。本シンポジウムでは，上記のような各分野の

様々な観点から，「ニューノーマル時代」の議論に役立つと思われる話題を幅広に選ん

だ。シンポジウム参加者それぞれが，自身の「ニューノーマル」を考えるきっかけとなる

ことをめざし，そのガイドとなるような依頼講演をお願いした。 

 

【依頼講演】 

1. ニューノーマルにおける化学教育への1つのアプローチ 

(北大院工) 渡慶次学 

2. アミノ酸分析を起点とした健康課題解決へのデータサイエンスの活用 

(味の素㈱ バイオ・ファイン研究所) 今泉明 

3. 呼気オミックスによる新型コロナ感染診断法と未来型医療 

(東北大院医) 赤池孝章 

4. ニューノーマルと体外診断薬  

(日立化成ダイアグノスティックス・システムズ㈱）佐藤貴哉 

5. スタートアップ企業と次のニューノーマルな世界を目指す仕事 〜分析化学を出て

スタートアップ投資に従事するまでのキャリア、これまでとこれから〜 

(グローバルブレイン) 皆川朋子 

 

※演題は変更する場合もあります。講師は登壇者を掲載しています。講演日、講演順は未定

です。 
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討論主題2 実行キーで始まる分析化学 

オーガナイザー：福山真央（東北大多元研） 

 

趣旨 実験の自動・高速化、得られたデータの多変量解析による理解…など、プログラミ

ングは分析化学研究を様々な角度から支えてきた。また近年、機械学習や人工知能の発展

により、これまでとは異なる種類・質・量の実験データに基づく分析法が実現されてい

る。同時に、Pythonなどの言語では様々なライブラリが提供されており、専門的な教育が

なくても容易にプログラミングができる環境が整ってきた。一方で、分析化学研究におい

ては、プログラミングはあくまでも縁の下の力持ちのような存在であり、明に議論する機

会はほとんどなかった。本シンポジウムでは分析化学研究におけるプログラミングを中心

的話題とし、プログラミングの環境や言語、実験とプログラミングの接続方法について

等、分析化学的主題からは少し逸れるが分析化学を発展させるうえで重要な技術について

共有・議論することを目的とする。依頼講演では研究のブレークスルーを支えたプログラ

ミング技術やスクリプトについての話をお願いした。本シンポジウムが、分析化学者とし

てプログラミングとどのように付き合うか（または始めるか）を考えるきっかけになれば

と期待する。 

 

【依頼講演】 

1. 多元混合化学情報を分析可能とするセンサーの設計と開発 

(東京大学生産技術研究所) 南豪 

2. 尿中miRNAをバイオマーカーとしたがんの早期診断 －実用化に向けた分析プラッ

トフォームの構築－ 

(Craif ㈱) 市川裕樹 

3. Labviewを使った走査型プローブ顕微鏡用プログラムの開発と応用 

(金沢大学ナノ生命科学研究所) 高橋康史 

4. 構造生物学における測定・解析の自動化とマイクロデバイスの応用 

(北海道大学工学研究院) 真栄城正寿 

5. 多変量解析ソフトウェアを利用したバイオ分析データのビジュアル化入門 

(産業総合研究所健康医工学研究部門) 冨田峻介 

 

※演題は変更する場合もあります。講師は登壇者を掲載しています。講演日、講演順は未定

です。 
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討論主題3 エクスポゾームと分析化学 

オーガナイザー：大江知行（東北大院薬） 

 

趣旨 我々の体は、環境・食品中などの様々な化学物質・化学ストレスに恒常的に暴露

（exposure）されている。一方、この様な暴露の生理的影響は、環境濃度などでは評価で

きず、暴露時間・時期、更には個人の代謝・排泄など様々な要因に左右される。そこで近

年、個々人の暴露を定性・定量的に俯瞰する『エクスポゾーム』の概念が提唱されてい

る。しかし、分析手法として尿・血液試料を用いたヘモグロビン、アルブミン、グルタチ

オン、DNA上の付加体解析などのアプローチがあるものの、まだ満足しうる方法論として

確立されていない。そこで本シンポジウムでは、環境中・食品中などの化学物質の暴露を

如何に評価していくかを、分析化学的観点で議論していきたい。依頼講演者には、疫学研

究、暴露機構、分析法開発など多様な研究者をお招きし、分析法がどの様にブレークスル

ーに寄与できるかを議論したい。環境、食品、医療、機器・分析法開発など多彩な背景を

持つ研究者の参加を希望する。 

 

1. 酸化リポタンパク質のアダクトーム解析（仮） 

(名古屋大院生命農学) 柴田貴広 

2. 環境中親電子物質エクスポソームのモデル化 

(筑波大医) 熊谷嘉人 

3. MetabolomicsからExposomicsへの潮流: exoposomeにおけるmetabolomeの位置づ

けと課題 

(名古屋大院医) 財津桂 

4. 質量分析機器を用いたDNA付加体の網羅的解析手法（DNAアダクトーム）の現状

と将来展望（仮） 

(国立がん研究センター) 戸塚ゆ加里 

 

※演題は変更する場合もあります。講師は登壇者を掲載しています。講演日、講演順は未定

です。 
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討論主題4 廃炉に貢献する分析化学 

オーガナイザー：高貝慶隆（福島大理工） 

 

趣旨 2011.3.11東日本大震災を発端とする東京電力福島第一原子力発電所事故から10年

が経過した。この間、放射性物質の拡散の調査を始め、安全な廃炉のための分析・分離技

術が研究されてきたが、未だ多くの課題が残っており、分離・計測の観点から分析化学の

果たす役割と期待は大きい。 本主題では、放射性物質の計測法、分離法、配位子や分離

剤設計、環境調査結果、除染技術など，将来の廃炉指針につながる広義の意味での研究，

技術開発や事例発表を広く募集する。 

 

1. アクチノイドイオン分析への電気泳動法の適用 

(埼玉大工) 齋藤伸吾 

2. 高速同位体分析によるナノ粒子・微粒子の起源同定分析 

(東京大理) 平田 岳史 

3. 炉内デブリのその場スクリーニングをめざしたレーザー遠隔分析 

(日本原子力研究開発機構・廃炉国際共同研究センター) 若井田育夫 

4. 福島第一廃炉への取り組みと分析化学 

(原子力損害賠償・廃炉等支援機構 理事長・京都大学 名誉教授) 山名元 

 

※演題は変更する場合もあります。講師は登壇者を掲載しています。講演日、講演順は未定

です。 
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討論主題5 SDGsと分析化学 

オーガナイザー：壹岐伸彦（東北大院環境） 

 

趣旨 持続可能な開発目標(SDGs)が国連サミットで採択されて5年経過し，行動計画の年

限まであと10年となった。持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するために定めら

れた17の目標，169のターゲットには，健康，水・衛生，エネルギー，物質循環，気候変

動，海洋，生態など，分析法が必要不可欠なフィールドが数多い。そこには最先端の高度

な計測法から誰でも普遍的に計測に参画できる簡易分析法まで，多様な分析ニーズが認め

られる。新常態への変革期にある現在，中長期的視点からSDGsに貢献し得る分析法やその

基礎原理に関わる研究発表を広く募集し，Central Scienceとしての分析化学の役割を考

える。 

 

1. 環境と調和するプラスチックの好循環を考える 

(東北大院環境) 吉岡敏明 

2. 都市下水から住民の健康に関する情報を得る方法 

(東北大院環境) 佐野大輔 

3. 金属ナノ粒子がもたらす新しい計測技術 

(阪府大院工) 椎木弘 

4. 海洋の持続可能性を微量金属で調べる 

(京大化研) 宗林由樹 

 

※演題は変更する場合もあります。講師は登壇者を掲載しています。講演日、講演順は未定

です。 
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討論主題6 産業界に貢献する分析化学 

オーガナイザー：遠藤昌敏（山形大院理工） 

 

趣旨 医療、環境、各種新素材開発等、様々な分野で持続的な発展が期待されている。幅

広い領域が関わる各種産業界において、分析化学が生み出した各種前処理技術、分離技

術、計測技術、解析法が果たしてきた役割は大きい。生産の現場においても研究開発、製

品開発、品質管理、生産管理には分析技術は必要不可欠であり、迅速化、高精度化も求め

られている。 

本主題では、産業の発展に寄与する新たな前処理法、分離法および計測法や反応の解析

法、装置開発、産学連携の事例、新たな視点での分析技術の応用など分析化学が産業界に

果たす貢献について幅広く募集する。 

 

1. 起業して分かった分析の重要性 

(群馬大院理工) 板橋英之 

2. 製鉄プロセスを下支えする湿式化学分析 

(宇都宮大院工) 上原伸夫 

3. 日産化学における物質解析研究への取組み 

(日産化学工業㈱) 近間克己 

4. 微量元素分析の最近の進歩と現場事情 

(アジレント・テクノロジー㈱) 鹿籠康行 

 

※演題は変更する場合もあります。講師は登壇者を掲載しています。講演日、講演順は未定

です。 

 

 


